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北京の10日間
一一 咊?^空技術交流の旅

富　永　五　郎

　1「V，f’・－91」1「∫旬；一天然中II［機械11程11‘：会から，私に．「ヒ

京にぎて冥り”技伺l／の講燕と撲術’ヒ流弟こしていただけ、：1、・

か．L　L・MI’i待状が舞1．・込んC・ぎた、1’、　Lうど，　Iy、は1．1．の

年の11）iに真空協，；マle周年を記念するいろいろ歳けlh：

をひかえていたので，・時はどうしようかとまよ一・たが，

せっかくのこ招ll」…’C一もあり，また日舷の真空技術に払っ

て下さった敬意にこたえるためにも，お川ぎ受けするこ

とにしke所長初め第1部の諸先生方のご好意を得て体

暇をいただぎ，10月14［1に羽旧をウ：・）て真空に悶する「l

JiI技術交流の旅に出かけた。ちょうど香港を超大型ロ1軋

が頑過L．て斜交．通機「燭がストップするという時機．6あっ

t：・tL一いもあり，入国手続ぎのために香港に2［1滞ピ［1を余

僻tcくされ．，16「］1一国境を越えてその「．1は広1．1俗「1），

砿r711の々ノi，”t・．・と北京の空港に1廉ワ立つ二とがで

罫二．羽111からまっすく1飛べば3時嗣足らずct）距離を3

日’トかかっ．Ct二どり♂．八・たわけ’〔3ある。1illl．1；、1でフ」Lシチ

ョフ退陣を，広州から北京への途中で中国の原i：爆発の

；ユースをぎき，やれやれ，たいへんなとぎに来たもの

だとの感を深めたが，われわれのllにうつるカ・ぎりの1｛「

園の1！：会は冷静そのもので，特別と思われる現象は、な

にも感じられなかった。

　私は休暇のrl数が気になって，将いてすぐからrC・も講

ttを始めるぐらいの気持で行ったが，　この日は歓．迎り

宴，翌llは［曜口だからゆっくりお休み下さいというわ

けで，やっと月曜「1にスケジューレの打合せが行な才⊃れ

た。そしてけっきょく31Hに北京をはなれるま．eに，
講義と1討1論粂をいずれも「¶．1単位でそれぞれ5同と9阿

行なった。聴衆はいろいろな丁場の現場技術皆から科学

院の物珊研究所を初め各研究四〒の研究員，それに「．1本で

いkば樋産省の役へというような方9であり，年青もま

ちまら野また女のYLもかなりみえていたD講筏の内．室

は，私がちょ弓ど真空工学の体系化に1翼1心をもっていた

ので，そういうことが中心になり，いぎおい崔礎的な事

がらが多く，聞いてすぐ右から左へ現実の問題に適用で

きるとい弓種類のものではなかったので，どれだけ興1床

をもってもらえるか心配だった。Lカ・し100人近くの方

々の，講義室にあふれ．る気塊に｝よ気持のよいするどさが

感じられた。rir国の講義の聴き方は，個人が個ノ、の責任

で聞くというのではなく、集団で聞くとでもいうのでし

北京儀器廠でつくられている許』拡散ポンプ

．ヒうヵ・、　Lム・ども壽砕∫〈・り瀞、．と’c・「質iliJ　，，，／寿，一一：f」　．ヒL・・．．．‘

も『．bぐにはだ4Lも質151を1な㌧．、講茂が終わ・．／．〔．IJ・1『1，

聴講X’tzt・〔．仁溝．峰室に残一1．ci「紘が疑問し’）点を出lrい

．（，i・1．議L，．．三・．二で’Zいの疑llllを可能蝕隈り解決1．．tr〔，，」1：

．tsヴ珪・／S．二ものをもう　・1芝講1．1巾；．二r二だ．≠．ピL・うぐリノrでた｝

るつ

　，1’・；．ロ｝命2こC・よ10人IY「fS20⊃エノ’スノ｛一トとi工套をつ．き含～．〕せ

ての質疑応答であったが，これを通じて感じたこ之1よ中

「ト1の科学M・・技術．9一の知識欲の旺1籠な二ととJそましiこ！七

fVri　Lて実によく勉強Lているとい弓二とで’t，った，国際

的文献についてもよく知っているσ）に感心させられ，た評

質問の内容が，ただ紙の1：の勉強でi・t　tc〈，実際の経彰i

のlfc・rt’1「労Lた糸，1桝ミの川題提起だと思わ．1ヒる二．ピが［1t．

｛．ばであ・．・た、、

　モこで当然［li］f・1a．）薄宰ヨ〈術に「湖『ltる現状，それも研．L

所に団rるトップレベルと，各種．11場における生li一矧膜
のものをlrLl　1F－L．た：か丁〕tニカニ，　ト1寺「Ilj／，：ないノニy＞1二．1‘分一果に

せなか”1たのは残念だっtコ，i関連のjl場では北京気．：’yLv〕

北京で義器廠ただ．・つ「lf≠すτることがでぎた⊃　こ．二ek，　呂

種の材料試験機や理化学機器をつく弓ていZド1：場で1比

較的小型な真空ポンプ群や真空機器もつくられていζ1。

資料によると，ほとんどの真空機器類は1959．年に．試i’1．

カti了し，196／年に7産に移1．　t二．ヒいiことだっt：。

ここの肥離真空，汁管jl／はイオンコレクタの1，1一ドVtt’ざ

わ．ざ他の電極と．tコ　／Vったステムに出してお1），葭た真「：

用バ1レブも葭径バ炉レブで1染作はレバー式であるなご，な

かなかこったものだ・った．コこの．「場で私にとって阻象り

強かった二とは，ほとんどの工作機械（≧9D％）がll歴．

製であったことである［．にr乍機械についてしろ》との11、

；．二は，その質はわからないカ㍉ネームブレートに」こるとIV「

られたところが中国マ．土に分散しているように思えた。

拡散ポンプ［り油にばrlr国襲のシUコン油が使われて1．・ζ，

ということである。

　講義を何1吾でするのか心配Lて行oたが，一高，窟六

物理F．，現北京L科尺学教授の張質賢氏が1面訳の労s■・と

って下さったので，なんの．不便を感じることもなかrtた

ことを，最後にf・1．けりIIえて，垣氏への心からの感謝のL

るしにしたい。　　　　　　（1965年2月2H受理）

北京儀器廠でつくられているハロゲンリークデテクタ
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